
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 全体的に易化 難問が減り基本知識の組み合わせに 

問題形式は、ほぼ例年通り。難易度は例年と比べると易しくなったと思われる。中１中２からの出題率が高く、昨年

と同様に中２からの出題率が約 40％となった。（中１：35％・中２：39％・中３：25％）また、記述問題が昨年と同様で

１題であり、記述の問題のレベルもそれほど高くない。しかし、用語の暗記だけで解ける問題は少なく、問題を読み

取る読解力と、それを整理・考察する思考力が必要となる。今後も定期テストレベルの問題のように基本事項をお

さえておくだけではなく、「思考力」を鍛えていく必要がある。また文字数が多い出題が引き続き予想される。時間

内に多くの文字数を読めるように、日頃から訓練していく必要がある。 

【実験器具を暗記すべし】       【基本問題は完全暗記を】 

     

 

 

 

 

 

 

【読み取りを素早く正確に】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《入試に向けての学習の POINT とアドバイス》》 
① 基本事項の徹底暗記！ 
→定期テストの度にその分野の基本的な重要語句・重要事項の暗記を完璧にしておくこと。 

② 単純暗記では戦えない！ 
→①で覚えたことをいかに周辺のことと関連させて整理できるかも重要。 

③ 実験の事象の説明 
→なぜ、実験を行うのか。なぜ、そのような結果になるのか。これらを自分の言葉で文章にする練習が必要。 

④ 表の読み取り＆数値処理 
→単純に公式に当てはめての数値の計算でなく、表から必要な数値を算出し、それを用いた数値処理の訓練を重ねる。 


